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成田・印西・白井・栄地区
地域協議会

資料３ （これまでの高校再編について）

本日の構成

第Ⅰ部
〇行政説明１「これまでの高校再編の流れ」

〇行政説明２「地区の県立高校の概要（現状と課題）」

〇行政説明３「適正規模・適正配置の考え方」

〇中学生アンケート結果について

第Ⅱ部
協議・情報交換「今後の県立高校のあり方について」

これまでの経緯

生徒のニーズの多様化

系統的なキャリア教育・職業教育の必要性

今後の人口の減少

令和４・５年度

７地区で地域協議会を開催

柏・鎌ケ谷・我孫子地区

夷隅地区

安房地区

八千代・船橋・習志野地区
山武地区

香取地区

市原地区

これまでの高校再編の流れ
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計画・プラン と 実施プログラム

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

計画期間内の基本的な考え方

1次実施

プログラム

○年度

Ａ高校で

■学科を設置

×年度

Ｂ高校で

▲に関する学びを導入

２次実施

プログラム

□年度

C高校とD高校を統合

使用校舎は…

◎年度

E高校を

～～に指定

…次実施

プログラム

…

…

プラン

実施
プログラム

県立高校改革推進プラン

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３

計画期間内の基本的な考え方

第１次実施

プログラム

１２項目

１８校

第２次実施

プログラム

9項目

１５校
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県 立 白 井 高 等 学 校
全日制 普通科
・６学級 ７０４人在籍 ・昭和５８年創立（４２周年）

６２．１％R7部活動加入率

１．１７倍R8志願倍率

・１年次から

特別進学クラス

の設置

・１０分間の朝学習、

学習支援ツール

「Classi」の活用

・地元密着型の交流

を含めた地域連携

学習の推進

・漢字検定、数学

検定、英語検定等

各種検定取得の奨励

コース【文系・理系・特別進学文系・特別進学理系】

４８．４％大学進学

３４．３％専修学校進学

９．９％就職

７．５％その他

県 立 印 旛 明 誠 高 等 学 校
全日制 普通科
・５学級 ５９４人在籍 ・明治３５年創立（１２３周年）

６７．５％R7部活動加入率

１．２０倍R8志願倍率

・印旛高校が

2010年に移転し

改称

・単位制高校
・国際交流推進

（海外修学旅行等）

・国･数･英で３

年間少人数授業

６８．９％大学進学

１６．１％専修学校進学

３．９％就職

１１．１％その他

県 立 成 田 西 陵 高 等 学 校
全日制 園芸科 土木造園科（土木・造園） 食品科学科 情報処理科

・４学級 ４２６人在籍 ・明治３９年創立（１１９周年）

３９．９％R7部活動加入率

・多様な資格取得に

チャレンジできる

・園芸科及び土木造

園科は、専門分野を

深化する実習を実施

・食品科学科は農産

物の栽培･食品の加

工･販売まで実施

・情報処理科はビジ

ネスの基礎となる情

報処理や簿記を学習

１０．１％大学進学

３１．１％専修学校進学

５４．６％就職

４．２％その他

０．７８倍園芸科

０．５３倍土木造園科

１．００倍食品科学科

０．５０倍情報処理科

県 立 成 田 国 際 高 等 学 校
全日制 普通科 コース【文系・理系】 国際科
・８学級 ９４９人在籍 ・昭和５０年創立（５０周年）

７９．８％R7部活動加入率

１．３２倍R8志願倍率（普通科）

１．１８倍R8志願倍率（国際科）

・英語教育拠点校

として国際交流等が

盛ん

・グローバル人材の

育成、地域行事への

積極的な参加

・英語のＡＬＴ

は４名

・第二外国語として

仏語･韓国語･中国語

の選択可能

８７．１％大学進学

３．２％専修学校進学

０．６％就職

９．１％その他

県 立 成 田 北 高 等 学 校
全日制 普通科
・７学級 ８２２人在籍 ・昭和５５年創立（４５周年）

５７．４％R7部活動加入率

１．１１倍R8志願倍率

・多様な進路実現を

サポート

→進路決定率96％

・２年次から医療

コース選択可能

・医療コースで

は大学と連携し

た講義を受講

・卒業生の20％

超が、医療系上

級学校に進学

コース【文系・理系・文系医療・理系医療】

５１．７％大学進学

３７．６％専修学校進学

７．６％就職

３．１％その他

県 立 下 総 高 等 学 校
全日制 園芸科 自動車科 情報処理科
・３学級 １４３人在籍 ・明治３３年創立（１２５周年）

４５．５％R7部活動加入率

・園芸科…農業生産

や流通の仕組み、

環境について学ぶ

・自動車科…３級自

動車整備士試験の実

技試験が免除される

・情報処理科…

簿記･情報処理検定

などの資格を取得

・学科を超えた

「資格取得」で将来

の可能性を広げる

３．４％大学進学

２０．７％専修学校進学

６９．０％就職

６．８％その他

０．４３倍園芸科

０．７８倍自動車科

０．４０倍情報処理科
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「適正規模・適正配置の考え方」

都市部

県東部や南部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

１学年あたりの学級数

都市部と県東部や南部
適正規模

中学校卒業者数の減少

県立高校改革推進プラン
適正規模・適正配置

-6,200名 155学級分
10組程度の統合を予定

県内国公私立中学校等卒業者数推移の見込み

35,000
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R7.3 R8.3 R9.3 R10.3 R11.3 R12.3 R13.3 R14.3 R15.3 R16.3 R17.3 R18.3 R19.3 R20.3 R21.3

中学校卒
業者数
(人)

卒業年月日

出典：学校基本調査（文部科学省）及び千葉県年齢別町丁字別人口調査（千葉県総合企画部統計課）を基に令和8年3月に教育政策課にて作成

県立高校改革推進プラン
都市部における再編

多様な学びへの変換

新たなタイプの学校への再編

県立高校改革推進プラン
県東部や南部における再編

学校・地域の状況等に配慮して検討
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都市部
統合の基本的な考え方

適正配置を考慮しながら統合
より魅力ある学校への再編

同じタイプ
の学校が

近接

適正規模の
維持が

困難となる
見込み

適正規模を
下回る

都市部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適正規模未満

１学年あたりの学級数

統合の基本的な考え方
県東部や南部

・高校が離れて点在

交通の利便性 地元からの進学状況

地域連携協働校 を指定

学校運営協議会制度(コミュニティスクール）導入
必要に応じて近隣の高校を協力校に指定
･･･遠隔授業、学校行事や部活動の合同実施

地域連携協働校に指定された高校も含め、
生徒募集において著しく困難が生じる場合は
統合も検討

説明は以上となります。
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